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1 月 19 日、もみじホール３階会議室で上野原失
語症友の会月例会が行われました。この会は、脳血
管障害などを原因とした「ことば」の障害を持った
方が集まり、情報交換などを行う会です。この日は、
言語聴覚士による発声の訓練が行われました。

●上野原失語症友の会月例会
1 月 12 日、上野原中学校グラウンドで、平成 26

年上野原市消防団出初式が行われました。
当日は、秋山第 1 分団第 1 部の消防団員が、小型

ポンプ車操法の実演を行い、日ごろの訓練で培った消
火技術を披露しました。

●平成26年上野原市消防団出初式

1 月 13 日、市役所ロビーに、「繭玉」が展示され
ました。「繭玉」は、団子をツゲの枝などに刺して、
五穀豊穣を祈願するものです。市内では昔、養蚕が
盛んであったことから、小正月に養蚕の豊作を祈願
して、農家や一般家庭で飾られていました。

●市役所で小正月「繭玉」展示
12 月 25 日、島田保育所で、クリスマス会が行わ

れました。この日は、市内介護事業所に通うお年寄り
のみなさんを招待して、園児たちと交流を深めました。
また、参加したお年寄りと園児たちは、自作の壁掛け
や似顔絵などのプレゼントを交換しました。

●島田保育所でクリスマス会

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

個性豊かな、振り袖と帯
今月の表紙は、　成人式に参加した新成人の振り袖と帯の写真を掲載しました。
毎年、成人式を取材して思うことは、艶やかな振り袖やさまざまな形の帯が、どれ

も個性的で奇麗だなと感じていました。そこで、今年は趣向を変えて、新成人の後ろ
姿の振り袖と帯にスポットをあてた写真を掲載しました。ちなみに振り袖には、長い
袖で災いを払う意味があるそうです。新成人のみなさんは、これからさまざまな困難
が待ち受けていると思います。しかし、それぞれが持つ個性を存分に発揮して、災い
を振り払い、これからの人生を歩んで行って欲しいと思います。           （広報担当者 0）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,587 人 （− 24）
男 ● 12,752 人 （− 13）
女 ● 12,835 人 （− 11）

世帯 ● 10,029 世帯（±  0）
平成 26 年 1 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.108     24
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平成26年

上野原市成人式　〜はたちのメッセージ〜

　
成
26
年
上
野
原
市
成
人
式
が
１
月
12

　
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人
は
3
1
5
人
（
男

性 

1
6
4
人
、
女
性
1
5
1
人
）
で
、

う
ち
出
席
し
た
2
5
9
人
が
振
り
袖
や

ス
ー
ツ
、
羽は
お
り
は
か
ま

織
袴
な
ど
に
身
を
包
み
、
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
は
、
10
名
の
成
人
式
実

行
委
員
が
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
式
前

日
に
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
当
日
を
迎

え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
岡
田
真
奈
さ
ん
と
古
家
彩

美
さ
ん
が
司
会
進
行
役
を
務
め
、
成
人
式

実
行
委
員
長
の
牧
野
貴
行
さ
ん
の
あ
い
さ

つ
や
成
人
式
実
行
委
員
の
尾
形
大
地
さ
ん

の
成
人
の
誓
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
成
人
式
実
行
委
員
が

企
画
し
た
景
品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
お

お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
希
望
に

満
ち
た
活
気
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま

し
た
。

成
人
式
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

今
日
、
私
た
ち
は
、
人
生
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
今
日
よ
り
、

世
間
の
み
な
さ
ん
か
ら
一
人
の
成
人
と
し

て
見
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
と
は
比
べ
ら
れ

な
い
程
の
悩
み
や
一
世
一
代
の
決
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
若
さ
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
光
輝
く
未
来
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
多
く
の
経

験
を
積
み
、
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
日
、
こ
の
よ
う
に
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
る
の
は
、
私
た
ち
を
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
両
親
や
家
族
、
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、
共
に
歩
ん
で
き

た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
常
に
前
を
向
い
て
、

そ
し
て
、
上
野
原
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大

ケ
ヤ
キ
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
人
生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
魅
力
あ
る
上
野
原

市
を
今
ま
で
以
上
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

成
人
の
誓
い

私
た
ち
新
成
人
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

自
身
の
人
格
形
成
に
励
む
と
と
も
に
、
一

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う

努
力
を
怠
ら
ず
、
日
々
精
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

成
人
式
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
。
す
で
に
職
業
に

従
事
し
て
い
る
方
や
、
学
業
に
励
ん
で
い

る
方
な
ど
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
常
に
向
上
心
を

持
っ
て
前
進
す
る
覚
悟
で
す
。

ま
た
、
こ
う
し
て
、
私
た
ち
が
元
気
な

姿
で
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
今
ま
で
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
私
た
ち
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
れ
た
地
域
の
方
々
、と
も
に
切
磋
琢
磨

し
て
き
た
友
人
た
ち
、
そ
し
て
愛
情
を
も

っ
て
育
て
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
こ

こ
に
誓
い
ま
す
。

成人式実行委員のみなさんに、成人としての決意と想いを聞きました写真左から、開会のことばを述べた富田拳矢さん、国歌斉唱のピアノ伴奏を務めた横瀬恵理さん、国歌斉唱の指揮を務めた福島駿さん、閉会
のことばを述べた石野美佳さん、この他にも、エスコート役の石井駿介さんや渡邉明日香さんも成人式実行委員として成人式を運営しました。

写真左から、司会進行を務めた岡田真奈
さん、古家彩美さん

平

成人式実行委員長
牧
ま き の た か ゆ き

野貴行さん

成人式実行委員
尾
お が た だ い ち

形大地さん

上
野
原
市
成
人
式

平
成
26
年

は
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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315 人の新成人のみなさん
成人おめでとう

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
成
人
の
日
を

ど
の
よ
う
に
迎
え
た
で
し
ょ
う
か
？

み
な
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
、
心
も

身
体
も
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
す
で
に
仕
事
に
つ
い
て

社
会
の
厳
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
て
い
る
方
、
将

来
の
夢
に
向
か
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
方
、

ま
だ
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、
一
生

懸
命
探
し
て
い
る
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
を
歩

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
み
な
さ
ん
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
人
生
の
ひ
と
つ
の
節
目
で
も
あ
る
成
人
式

を
迎
え
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
も
っ
て
、
自
分
自
身
が
描
く
将
来
に
む
か
っ

て
全
力
で
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
先
、
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、
時

に
は
理
不
尽
に
思
う
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
壁
が

待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
に
は
支
え

て
く
れ
る
家
族
や
友
人
、
応
援
し
て
く
れ
る
地

域
の
み
な
さ
ん
が
い
る
こ
と
を
。

こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
礼
節
を
守

り
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
尊
敬
を
忘
れ
ず
、

自
分
の
心
に
正
直
に
進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
。そ

し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
上
野
原
を
想
い
、

み
な
さ
ん
の
若
い
力
で
、
上
野
原
市
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
》

【
甲
種
功
労
章
】

　
兼
坂
義
雄
、
小
俣
哲
司
、
落
合
信
行
、

　
富
田　
正
、
原
田
寿
文

【
乙
種
功
労
章
】

　
佐
藤
政
義
、
一
ノ
宮
孝
明
、
大
神
田
正
樹
、　

　
和
智
司
善
、
溝
呂
木
克
人
、
網
野
若
光
、

　
山
口
佳
胤
、
花
本
康
弘
、
水
越　
正
、　

　
小
俣
滋
希
、
古
屋　
茂
、
河
内
将
近
、

　
白
鳥
和
也
、
臼
井
正
文
、
長
田
修
豪
、　

　
秦　
伸
也
、
山
下
恭
史
、
黑
田
義
巳
、

　
白
鳥
里
志
、
土
屋
啓
一
、
佐
渡
忠
行
、

　
宇
津
木
誉
平
、
髙
橋
瑞
英
、
奈
良
和
平
、

　
杉
本
竜
一
、
安
留
竜
一
、
原
田
智
道
、

　
原
田
修
一
、
関
戸
寛
二
、
原
田　
勉
、

　
白
鳥
勝
晴

【
退
職
消
防
団
長
】

　
牧
野
伸
吾

《
山
梨
県
消
防
協
会

東
部
支
部
長
定
例
表
彰
》

【
支
部
長
表
彰
】

　
上
條
秀
人
、
長
谷
川
治
幸
、
森
屋
康
浩
、

　
安
藤
彰
基
、
織
田
俊
雄
、
曽
根
弘
文
、

　
小
俣　
純
、
久
島
伸
仁
、
齋
藤　
清
、

　
松
橋　
優
、
伊
藤
洋
一
、
小
俣
安
彦
、

　
長
田
常
雄
、
河
野　
康
、
山
下　
充
、

　
久
田
佳
弘
、
田
村　
学
、
奈
良
信
幸
、

　
石
井
敬
二
、
鷹
取　
浩
、
海
上
裕
俊
、

　
夘
月
孝
一
、
奈
良
洋
治
、
橋
本
雄
香
、

　
杉
本
洋
幸
、
原
田
文
靖
、
原
田
宗
則
、

　
原
田　
篤
、
河
内
直
也
、
関
戸
照
夫
、

　
梶
原
宏
実

《
富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
》

【
所
長
表
彰
】

　
梶
原
基
義
、
溝
呂
木
孝
良
、
坂
本
真
一
、

臼
井
明
文
、
梶
原
洋
明
、　
臼
井
弘
明
、

　
杉
本
文
明
、
志
村
利
光
、
関
戸
裕
次
郎

《
上
野
原
警
察
署
長
・

防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰
》

【
防
犯
功
労
者
表
彰
】

　
古
家
寛
智
、
富
田
正
和
、
佐
藤
政
義
、

　
小
澤
宗
弘
、
輕
澤
優
一
、
富
田
憲
二
、

　
佐
々
木
強
、
守
屋
健
一
、
大
久
保
裕
吏
、

　
小
俣
卓
也
、
安
藤
邦
和
、
安
富　
薫
、

　
小
俣
彰
宏
、
白
鳥　
司
、
坂
本
武
久
、

　
佐
藤
大
祐
、
久
田
佳
弘
、
石
井
俊
道
、

　
田
邉
孝
平
、
白
鳥　
学
、
長
田
清
仁
、

　
奈
良
宏
志
、
武
原　
健
、
佐
藤
昭
治
、

　
杉
本
賢
士
、
関
戸
栄
一
、
野
崎
栄
作
、

　
原
田
英
信
、
原
田
義
友
、
坂
本
康
嘉

《
上
野
原
市
長
表
彰
》

【
功
労
章
】

　
織
田　
茂
、
平
本　
勝
、
三
枝　
清
、

　
平
本
修
一
、
臼
井
弘
明
、
臼
井
一
則
、

　
奥
田
良
一
、
土
屋
壮
司
、
落
合
昭
年
、

　
佐
藤
進
也

【
勤
続
章
】

　
坂
本
美
登
、
水
越
一
彦
、
森
屋
智
之
、

　
梶
原
明
仁
、
富
田
知
治
、
久
島　
靖
、

　
池
田
創
生
、
上
條
貞
夫
、
森　
清
幸
、

　
杉
本
浩
長
、
杉
本
英
紀
、
藤
本
正
都
、

　
原
田
隆
司
、
井
上
政
司
、
関
戸
広
延
、

　
関
戸
寛
二

【
市
長
6
号
表
彰
】

　
戸
田
和
昭
、
戸
田
成
子
、
牧
野
伸
吾
、

　
牧
野
み
よ
子
、
牧
野
由
美
子

《
上
野
原
市
消
防
団
長
表
彰
》

【
精
勤
章
】

　
坂
本　
修
、
溝
呂
木
勉
、
輕
澤
優
一
、

　
戸
田
昌
之
、
志
村
浩
史
、
守
屋
健
一
、

　
大
久
保
裕
吏
、
尾
形
善
弘
、
石
井
貴
博
、

　
山
口
秀
俊
、
尾
形
幸
洋
、
上
森
貴
文
、

　
久
嶋
幸
佳
、
白
木
建
司
、
河
内
泰
紀
、

　
山
口　
潤
、
村
上
拓
巳
、
高
橋
英
幸
、

　
宇
津
木
忍
、
網
野
安
義
、
髙
橋
善
彦
、

　
奈
良
宏
志
、
長
田
清
仁
、
武
原　
建
、

　
佐
藤
悠
二
、
磯
部　
澄
、
加
藤
大
樹

【
優
良
機
械
器
具
整
備
表
彰
】

　
大
目
分
団
第
2
部
、
甲
東
分
団
第
7
部
、

　
巌
分
団
第
5
部
、
大
鶴
分
団
第
4
部
、

　
島
田
分
団
第
3
部
、
上
野
原
分
団
第
3
部
、

　
棡
原
分
団
第
7
部
、
西
原
分
団
第
5
部
、

　
秋
山
第
一
分
団
第
3
部
栗
谷
中
野
班
、

　
秋
山
第
二
分
団
第
1
部
神
野
班

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
庶
務
担
当
（
☎

62
︱

4
1
1
1
）

平成 26年
上野原市消防団出初式
　上野原市消防団出初式が１月12日、上野原中学校グラウンドを
会場に行われました。これは、団員の士気高揚と消防技術の向上
を目的に、市と消防団が共催で毎年実施しているもので、今年は
消防団員 429 人が参加しました。式典では、長年にわたり消防団
として活躍している方に各種表彰が行われました。

受章者（敬称略）

平成26年

上野原市成人式　〜はたちのメッセージ〜
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救急情報シート（記入例）

健康管理ふれあいキット

健
康
管
理
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ト

追
加
配
布
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
方
を
対
象
に
、
救
急
時

に
必
要
な
医
療
情
報
な
ど
を
保
管
す
る

健
康
管
理
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
す
。

■
配
布
物　
保
管
容
器
・
救
急
情
報
シ
ー

ト
・
保
管
場
所
明
示
ス
テ
ッ
カ
ー

■
配
布
対
象
者
　

① 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
方

② 

全
て
の
世
帯
構
成
員
が
75
歳
以
上
の

世
帯
の
方

③ 

①
②
以
外
の
方
で
健
康
管
理
ふ
れ
あ

い
キ
ッ
ト
の
配
布
を
希
望
す
る
方

※
①
②
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
3

月
31
日
現
在
の
年
齢
に
基
づ
き
、
地
区

の
民
生
委
員
が
配
布
し
ま
す
（
昨
年
配

布
し
た
方
は
除
く
）。

※
③
の
方
は
、
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当
お
よ
び
秋
山
支
所
・
各
出
張
所
に

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
民
生

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
提
出
　

救
急
時
や
災
害
時
に
必
要
な
健
康
管
理

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ト
の
配
布
者
名
簿
を
作
成

し
ま
す
の
で
、
対
象
者
お
よ
び
希
望
者
の

方
は
、
配
布
申
請
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
活
用
方
法
　

提
出
さ
れ
た
配
布
申
請
書
に
基
づ
き
、

配
布
先
情
報

を
登
録
し
救
急
時
や
災
害

時
に
活
用
し
ま
す
。

※
昨
年
配
布
し
た
方
で
、
救
急
情
報
シ
ー

ト
に
情
報
を
記
入
し
て
い
な
い
方
は
、

救
急
情
報
シ
ー
ト
記
入
例
を
参
考
に
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課

高
齢
者
介
護
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

《
健
康
管
理
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ト
》

健
康
管
理
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ト
と

は
、
5
0
0
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
程

度
の
大
き
さ
の
容
器
に
医
療
情
報
な

ど
を
記
載
し
た
用
紙
を
入
れ
冷
蔵
庫

の
中
に
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救

急
時
に
消
防
隊
員
や
医
療
関
係
者
な

ど
が
キ
ッ
ト
の
中
の
医
療
情
報
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

※
冷
蔵
庫
に
は
、
健
康
管
理
ふ
れ
あ

い
キ
ッ
ト
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
保
管
場
所
明
示
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
ま
す
。

平
成
26
年
度

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
在
宅
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
平
成
26
年

度
も
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

《
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
》

要
介
護
4
ま
た
は
5
の
要
介
護
者
と
同

居
し
、
常
時
在
宅
に
お
い
て
介
護
し
て
い

る
方
に
対
し
て
、
家
族
介
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
目
的
で
、
家
族
介
護
慰
労
金
月

額
5
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

《
病
院
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
認
定
（
要

介
護
1
～
5
）
を
受
け
て
い
る
方
に
対
し

て
、
市
内
医
療
機
関
受
診
等
の
際
の
交
通

不
便
を
解
消
す
る
目
的
で
、
月
に
往
復
2

回
（
ま
た
は
片
道
4
回
）
ま
で
、
病
院
等

へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

移
送
範
囲
は
市
内
の
み
と
し
、
利
用
範

囲
は
、
病
院
の
通
院
・
入
退
院
、
福
祉
施

設
へ
の
入
退
所
で
の
利
用
と
し
ま
す
。

■
利
用
日
お
よ
び
時
間　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
4
時
30
分

■
利
用
料　
無
料

《
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

　
食
生
活
の
改
善
と
健
康
増
進
を
図
り
、

利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
の
自
立
支
援
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
2
つ
の
要
件

を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は

高
齢
者
世
帯
で
い
ず
れ
か
が
虚
弱
な
場
合

■
利
用
日
お
よ
び
回
数　
週
6
回
以
内
で

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
昼
食

と
な
り
ま
す
。

■
利
用
料　
1
食
3
0
0
円

《
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

　
　
　
利
用
料
金
無
料
化
事
業
》

高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を
目
的

に
、
秋
山
温
泉
（
入
浴
施
設
の
み
）
の
利

用
を
年
間
5
回
ま
で
無
料
と
し
ま
す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳

以
上
の
方
で
利
用
者
証
の
交
付
を
受
け

た
方
（
申
請
が
必
要
で
す
）

■
利
用
回
数　
年
間
5
回

※
申
請
さ
れ
た
月
に
よ
り
利
用
回
数
が
異

な
り
ま
す
。

■
申
請
月
利
用
回
数

　
次
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意

・
平
成
26
年
度
の
利
用
者
証
は
平
成
26
年

4
月
1
日
よ
り
利
用
で
き
ま
す（
平
成

25
年
度
に
交
付
さ
れ
た
利
用
者
証
は
本

年
3
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
の
で
、

更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
）。

・
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
午
後
5
時
以
降

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
無
料
送
迎
バ
ス
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

・
年
度
途
中
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
1
か
月
前
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
は
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
申
請
は
、
3
月
3
日

（
月
）
か
ら
長
寿
健
康
課
お
よ
び
秋
山

支
所
ま
た
は
最
寄
り
の
各
出
張
所
で
受

け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介

護
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

■申請月利用回数

申請月 利用回数

平成26年 3月〜 5月 5回

6月〜 8月 4回

9月〜 11月 3回

12月〜平成 27年 2月 2回

平成 27年 3月 1回

救急情報シートの記
入について、分からな
いことがありましたら、
気軽にお問い合わせく
ださい。
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

平
成
26
年
度

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
の
募
集

市
で
は
、
平
成
26
年
度
の
市
営
住
宅
補
欠

入
居
者
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
期
間　
2
月
3
日（
月
）～
28
日（
金
）

■
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
応
募
用
紙
は
、
都
市
計
画
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

■
対
象
団
地

・
上
野
原
地
内
の
小
沢
東
団
地

・
秋
山
地
内
の
浅
間
第
2
団
地

※
小
沢
東
団
地
は
、
空
き
待
ち
で
す
。

■
応
募
資
格　
次
の
①
～
⑤
の
、
す
べ
て

の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

① 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と

② 

市
内
に
住
所
、ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と

③ 

同
居
す
る
親
族
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
や
婚
姻
予
定
者
）
が

い
る
こ
と

④ 

入
居
希
望
者
と
同
居
を
希
望
す
る
親
族

の
合
計
所
得
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅
法

で
定
め
る
額
を
控
除
し
て
12
か
月
で
割

っ
た
金
額
が
、
15
万
8
千
円
（
高
齢
者

等
に
つ
い
て
は
21
万
4
千
円
）以
下
で
あ

る
こ
と

⑤ 

入
居
希
望
者
、
ま
た
は
同
居
を
希
望
す

る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
単

身
で
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
60
才
以
上
の
方

・
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け

て
い
る
方

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

上
野
原
市
地
域
防
災
計
画（
案
）

国
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
災

害
対
策
基
本
法
を
改
正
し
、
大
規
模
な
災
害
に

対
す
る
即
応
力
の
強
化
や
被
災
者
の
保
護
の
改

善
を
は
じ
め
、
地
域
に
お
け
る
災
害
の
教
訓
の

伝
承
、防
災
会
議
委
員
の
多
様
な
主
体
の
参
加
、

住
民
等
の
円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
の
確
保
な
ど

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、

被
害
の
軽
減
や
市
民
生
活
の
更
な
る
安
全
を

図
る
た
め
、
現
在
「
上
野
原
市
地
域
防
災
計

画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
趣
旨
お
よ
び
目
的
　
上
野
原
市
地
域
防
災

計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
42
条
お
よ

び
上
野
原
市
防
災
会
議
条
例
に
基
づ
き
策

定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
ふ
だ
ん
の
予
防
対
策
、
災
害
時
の

応
急
・
復
旧
対
策
、
そ
の
後
の
復
興
対
策

に
つ
い
て
、
実
施
体
制
や
方
策
を
定
め
る

も
の
で
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間
　
２
月
中
旬
頃
～

３
月
中
旬
頃
ま
で

※
公
表
を
開
始
す
る
日
は
、正
式
に
決
ま
り
次

第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
計
画（
案
）は
、
同
期
間
中
に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
総
務
課
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各

出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出
方
法
　「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

意
見
等
提
出
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

《
持
参
ま
た
は
郵
送
の
場
合
》

　
〒
4
0
9
︱

0
1
9
2
上
野
原
市
上
野
原

3
8
3
2
番
地　
総
務
課
行
政
防
災
担
当

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
》

　

F
A
X　
62
︱

5
3
3
3

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》
総
務
課
行
政
防
災

担
当
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

soum
u@

city.uenohara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
行
政
防
災
担
当

（
☎
62
︱

3
1
1
7
）

・
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
基
づ
く
認
定

を
受
け
て
い
る
方

・
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
て
い

る
方

・
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
被
保
護
者

・
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
引
き
揚
げ
た
日

か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す

る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被

害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
で
規
定

す
る
要
件
に
該
当
す
る
被
害
者
の
方

※
こ
の
募
集
に
よ
る
住
宅
を
斡
旋
す
る
期

間
は
、
1
年
間
（
平
成
26
年
4
月
1
日

～
平
成
27
年
3
月
31
日
）
で
す
。

■
選
定
方
法　
上
野
原
市
営
住
宅
入
居
者

選
考
委
員
会
の
選
考
結
果
に
基
づ
き
、

住
宅
に
困
窮
す
る
度
合
い
の
高
い
方
か

ら
順
番
に
入
居
を
斡
旋
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課

計
画
担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

（
仮
称
）上
野
原
市
総
合
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
（
案
）

市
で
は
、急
速
な
少
子
化
が
進
展
す
る
な
か
、

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
福
祉
・
保
健
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
福
祉
・
保
健
・
介
護
・
子
育

て
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
的
な
提
供
が
行
え

る
機
能
を
備
え
た
拠
点
施
設
と
し
て
（
仮
称
）

上
野
原
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
9
月
か
ら
関
係
団
体
の
代
表
者

や
有
識
者
な
ど
か
ら
組
織
す
る
「（
仮
称
）上

野
原
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
策

定
委
員
会
」
に
お
い
て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
4
回
に
わ
た
り
協
議
を
重
ね
、
こ
の
た
び

（
仮
称
）上
野
原
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

基
本
構
想（
案
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想（
案
）に
つ
い
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
趣
旨
お
よ
び
目
的
　
こ
の
基
本
構
想
は
、

（
仮
称
）上
野
原
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
目
指

す
べ
き
施
設
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
施
設
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

す
も
の
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間　

2
月
20
日

（
木
）～
3
月
17
日（
月
）

※
基
本
構
想（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
福
祉
課
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各

出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出
方
法　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
意
見
等
提
出
用
紙
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

《
持
参
ま
た
は
郵
送
の
場
合
》

　
〒
4
0
9
︱
0
1
9
2
上
野
原
市
上

野
原
3
8
3
2
番
地　

福
祉
課
福
祉

総
務
担
当

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
》

　

F
A
X　
30
︱
2
0
4
1

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

fukushi@
city.uenohara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
総
務
担
当

（
☎
62
︱

3
1
1
5
）

空間放射線量等測定値報告　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポ
ストを設置しています。
測定結果は、市ホームペー
ジで確認することができ
ますのでご利用ください。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。【測定日1月 15・17日】

次の測定値は、国が定める基準 0.23 μＳｖ／ｈ（1日のうち屋外に 8時間、木造家屋内に
16時間滞在するという生活パターンを仮定）より低くなっています。（単位：μＳｖ／ｈ）

測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ
大 野 貯 水 池 0.031 大 鶴 出 張 所 0.058 上野原市役所 0.036
甲 東 保 育 所 0.070 島 田 小 学 校 0.042 第 二 保 育 所 0.066
旧 巌 出 張 所 0.031 少 年 野 球 場 0.038 棡 原 出 張 所 0.046
帝京科学大学 0.040 上野原小学校 0.058 西 原 小 学 校 0.080
コモアしおつ石の公園 0.031 諏 訪 神 社 0.048 秋 山 保 育 所 0.038

小沢東団地
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市 長 へ の 手 紙

あ る 日 の 市 長

市 長 の ひ と 言

らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

平成 26 年
上野原市成人式　  

1/12（日）

この日、もみじホールで平成 26 年上野原市成人式が行われま
した。江口市長は、新成人に、『今後それぞれの場において活躍
が求められると思いますが、今日までかかわってこられた家族、
友人、そして地域のみなさんの愛に感謝する気持ちを胸に、常に
自らの可能性を追求する強い精神力を磨き、相手を尊敬し、時代
の若き担い手として、更なる成長を目指していただくよう切に望
みます』と励ましのことばを述べました。

上野原市に寄附
高額寄附を受け取りました 12/24（火）

この日、市内在住の清水ヨシ子さんと清水敏郎さんが市に高額
の寄附をするため市長室を訪れ、寄附にかかわる手続きを行いま
した。この寄附は、清水ヨシ子さんの従姉である安藤智惠子さん
の遺言により行われたもので、故郷である上野原市を想う気持ち
が込められています。江口市長は、清水さんたちに『安藤さんの
意思をしっかり受け継ぎ、市の発展のために、この寄附金を有効
活用していきます』と伝えました。

市民のみなさんと
市長とのふれ愛トーク

■ 日時　2 月 25 日（火）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話時　
　間はおおむね 20 分間です。
■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当
　（☎ 62-3118）

市長への手紙

　市では、市政に対する提案や要望、お礼など、み
なさんからのご意見を受け付けています。
　手紙の用紙と投函ボックスは、次の場所に設置し
てありますので、気軽にご利用ください。
　投函された手紙は、毎月１枚、広報うえのはら『も
しもしこちら市長室！！』でご紹介します。

■ 設置場所　
　市役所正面玄関入口（談話コーナー）
　教育委員会カウンター
■ 問い合わせ　
　企画課政策推進担当
　（☎ 62-3118）

島
田
地
区
の
通
学
路
（
県
道
）

《
要
望
》　

島
田
幼
稚
園
付
近
の
県
道
は
、
島
田

小
学
校
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
道
幅
は
狭
く
歩
道
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
が
車
に
ひ

か
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
ゴ
ル
フ
場
に
向
か
う
土
地
勘

の
な
い
方
の
運
転
が
危
険
で
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
歩
道
の
設
置
な

ど
、
早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
回
答
》

ご
要
望
に
あ
り
ま
す
県
道
「
主
要

地
方
道
四
日
市
場
上
野
原
線
」
の
当

該
個
所
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん
か
ら

道
路
の
拡
幅
や
歩
道
の
設
置
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
非
常
に
危
険
な
個
所
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
懸
案
事
項

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
以
前
か
ら
県

道
の
管
理
者
で
あ
る
山
梨
県
に
対
し

て
、
当
該
個
所
の
改
善
に
む
け
た
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
今
回
い
た
だ
い
た
ご
要

望
と
と
も
に
再
度
山
梨
県
へ
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

「
日
本
の
先
行
き
」

今
年
の
お
正
月
は
、
穏
や
か
な

天
候
に
恵
ま
れ
、
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
お
正
月
を
過
ご
し
た
方
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
家
族
と
と
も
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
一

抹
の
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

先
行
き
が
見
え
て
こ
な
い
か
ら
で

す
。
日
本
経
済
を
例
に
挙
げ
る
と
、

世
間
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効

果
で
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、私
は
、

こ
の
ま
ま
景
気
が
回
復
し
て
行
く

の
だ
ろ
う
か
と
疑
念
を
抱
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
戦
後
か
ら
続
く
沖
縄
の

基
地
問
題
も
そ
の
一
つ
で
す
。
過

日
行
わ
れ
た
沖
縄
県
名
護
市
長
選

挙
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移

転
計
画
の
賛
否
が
最
大
の
争
点
と

な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
辺
野
古

移
設
反
対
を
訴
え
た
現
職
が
再
選

を
果
た
し
ま
し
た
が
、
日
本
政
府

と
地
元
住
民
と
の
軋
れ
き
が
増
し
、

問
題
解
決
へ
の
道
の
り
が
遠
の
い

て
い
る
現
状
で
す
。
私
は
、
戦
中

戦
後
か
ら
続
く
沖
縄
県
民
の
苦
難

を
考
え
る
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
月
９
日
に
は
、
東

京
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。こ

の
選
挙
で
は
、
脱
原
発
問
題
が
一

大
争
点
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

本
来
で
あ
れ
ば
国
策
の
問
題
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
の
問
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
方
や
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
づ
ら
い
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
方
が
不
安
を
感
じ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
４
月
に
は
、
消
費
税
が

増
税
さ
れ
ま
す
。
増
税
後
も
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
効
果
が
地
方
に

届
く
か
心
配
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
不
安
の
中
で
も
私
自
身
、

粛
々
と
市
政
運
営
に
あ
た
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

江口市長のある日の一日を紹介します。

平成 25 年

ふれ愛トークの様子

ちょっと

清水ヨシ子さん、敏郎さんから書類を受け取る
江口市長

励ましのことばを述べる江口市長



平成 26年度　春の集団検診のお知らせ
■ 検診内容・自己負担金

検診項目 検診内容
対象

※平成 27 年 4 月 1 日
までに達する学年齢

自己負担金
社保 国保 後期高齢者

特定（基本）健診

《基本検査》
問診、医師診察、血圧測定、
身体計測（身長・体重・腹囲）、
尿検査（糖・蛋白・潜血）、血
液検査（脂質・糖・肝機能等）

《追加検査》
貧血検査、心電図、眼底検査
など

20 歳〜 34 歳 1,000 円
35 歳〜 39 歳 1,000 円

40 歳〜 64 歳 受診券の額
＋ 300 円 1,300 円

65 歳〜 74 歳 受診券の額 1,000 円 無料

75 歳以上 無料
肝 が ん 検 診 腹部エコー検査 20 歳以上 800 円 無料 無料
胃 が ん 検 診 胃部 X 線検査 20 歳以上 1,100 円 無料 無料

肺 が ん 検 診

胸部 X 線検査 20 歳以上 300 円 無料 無料

喀痰細胞診検査
50 歳以上で喫煙指数
600 以上（過去喫煙
も含む）で痰がでる方

800 円 無料 無料

CT 検査（4/17 のみ） 40 〜 74 歳の方
（定員：先着 80 名） 2,000 円

大 腸 が ん 検 診 便潜血検査 20 歳以上 500 円 無料 無料
前立腺がん検診 血液検査 50 歳以上の男性 400 円 無料 無料

乳 が ん 検 診
マンモグラフィ検査

40、41、42、44、46、48
歳および50歳以上の女
性 700 円 無料 無料

乳腺エコー検査 20 歳〜 39 歳、43、
45、47、49歳女性

骨粗しょう症検診
（4/20のみ） 前腕とう骨 X 線検査 40 〜 70 歳の女性 500 円 無料 無料

注１）　生活保護受給者は無料で受けられます。
注２）　喫煙指数の計算方法　１日に吸うタバコの本数×喫煙年数（過去の喫煙も含む）

■ 検診内容・自己負担金
会場 実施日 申込期限

保 健 セ ン タ ー 4月17日（木）、4月18日（金）託児あり、4月19日（土）、4月20日（日） 3月14日（金）
秋 山 小 学 校 5 月 18 日（日） 4 月4日（金）上野原西小学校 5 月 24 日（土）

※ 婦人科検診（乳がん・子宮がん検診）は、5 月・６月・8 月・10 月・11 月を予定しています。秋の集団検診は、
　 9 月・10 月・11 月を予定しています。日程については、4 月号の広報『保健事業のご案内』でご確認ください。
※『がん検診推進事業』に該当する年齢の方は、大腸がん、乳がん、子宮がん検診を無料で受診することができます。
　 詳しくは、4 月以降の広報誌などでお知らせします。

■ 申込方法
　 裏面にある『集団検診申込書』に必要事項を記入のうえ、保健センター、長寿健康課（6 番窓口）、秋山支所、　
　 各出張所に提出するか、郵送または FAX で申し込みください。
※ 電話での申し込みは、保健担当のみ受け付けます。
※ FAX 送信後は、必ず電話でご確認ください。

■ 申込み・問い合わせ
　上野原市役所 長寿健康課 保健担当　（☎ 62-4134）（FAX20-5525）（〒 409-0192 上野原市上野原 3832）
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「
特
定
健
診
」

平
成
25
年
４
月
か
ら
10
月
ま

で
に
実
施
し
た
集
団
健
診
で

は
、
2
2
6
6
人
が
特
定
健
診

（
基
本
健
診
）
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
健
診
を
受
け
た
方
の
な

か
で
血
液
検
査
の
結
果
が
基
準

値
を
超
え
た
検
査
項
目
は
、
脂

質
異
常
（
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
）、
高
血
糖
（
H
b
A
１

C
）、
高
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）

な
ど
で
、
表
1
の
順
で
し
た
。

県
全
体
で
も
同
様
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
脂
質
異
常

（
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）、

高
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）
に
お
い

て
は
、
県
の
割
合
よ
り
市
の
割
合

の
方
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
増
え
す
ぎ
る
と
血
管
壁
に

沈
着
し
動
脈
硬
化
を
進
め
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
心
疾
患

や
脳
卒
中
の
危
険
が
高
ま
り
ま

す
。
収
縮
期
血
圧
は
、
心
臓
が

　先
月
の
広
報
う
え
の
は
ら
12
月

号
の
「
保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
は
、
特
定
健
診
（
基
本
健

診
）
に
つ
い
て
お
伝
え
ま
し
た
。

　今
月
号
は
、
健
診
結
果
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

キ
ュ
ッ
と
縮
ん
で
血
液
を
送
り
出

し
た
時
の
血
管
壁
に
か
か
る
圧
力

の
こ
と
で
す
。
血
管
を
流
れ
る
血

液
の
圧
力
が
高
く
な
る
と
、
つ
ね

に
血
管
に
刺
激
が
か
か
っ
て
動
脈

硬
化
を
進
め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

H
b
A
1
C
は
、
過
去
１
～

2
か
月
の
血
糖
の
状
態
で
、
高
値

だ
と
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。
血

糖
値
が
高
い
状
態
を
放
置
し
て
い

る
と
、
10
年
か
ら
15
年
で
糖
尿
病

神
経
障
害
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
糖

尿
病
腎
症
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
合
併

症
が
み
ら
れ
ま
す
。

定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
自

分
の
体
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

で
脂
質
異
常
、
高
血
糖
、
高
血
圧

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
26
年
度
も
集
団

健
診
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
健
診
を
受
け
、
健
康
管
理
に
役

だ
て
ま
し
ょ
う
。

生活習慣を
　見直そう!!

【表１】血液検査で基準値を超えた方の割合

検査項目
集団健診（上野原市） 山梨県
人数（人） 割合（％）割合（％）

脂 質 異 常 1279 56.4 55.1

高 血 糖 1059 46.7 54.0

収縮期血圧 926 40.9 37.8

拡張期血圧 404 17.8 18.3

伝言板

保健師からのメッセージ　№18

う
え
の
は
ら

　

健
康
家
族

Healthy Life

脳ドックのご案内（上野原市立病院）
●基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部MRI・MRA
●検診料金　31,500円（自己負担分）
●定　員　4名
●実施日　2月 22日（土）（毎月1回最終の土曜日）
●申込み・問い合わせ　上野原市立病院（☎62−
5121） 市立病院のMRI
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保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 26 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 2 月 18 日（火）、3 月 18 日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1 時〜 5 時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★がん検診推進事業
がん検診推進事業は、市が特定の年齢に達した方に対
して子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の「がん検診
無料クーポン券」を配布し受診促進を図る事業です。
《がん検診無料クーポン券》
◎有効期限	 3 月 31 日（月）
※対象となる方で、まだ受診されていない方は、乳

がん検診と子宮がん検診が委託医療機関、大腸が
ん検診は、3 月 26 日（水）の指定日検診で受診
することができます。いずれも費用は無料です。
ご利用ください。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録のある 20 歳以上の

女性
◎検 診 料	 1,500 円
◎内 容	 子宮頸部がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
	 大 月 市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　 　クリニック
	 都 留 市：磯部医院、都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当にお
　問い合わせください（県内のみ）。

★麻しん・風疹混合予防接種はお早めに
今年度の麻しん・風疹（MR）第 2 期の対象者で未接
種の方は、早めの接種をお勧めします。
※平成26年 4月1日以降に接種した場合は、全額
　自己負担（1万円前後）になりますので、ご注意　
　ください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
 午前 9 時〜 11 時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い

合わせください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

4か月児
2月4日（火） H25 年 9 月 1 日〜 30 日生

3月4日（火） H25 年 10月 1 日〜 31 日生

9 か月児
2月4日（火） H25 年 4 月 1 日〜 30 日生

3月4日（火） H25 年 5 月 1 日〜 31 日生

1歳
6か月児 3月7日（金） H24 年 7 月 16 日

　　　　　  〜 8 月 31 日生

3	 歳	 児 3月 10日（月） H23 年 1 月 1 日
　　　　　　〜2 月 28 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、検診当日に

40 歳以上の女性
◎検 診 料	 自己負担金　1,200 円
◎内 容	 マンモグラフィ 2 方向検査
◎日 時	 毎週月・水・金曜日　午後 2 時〜 4 時

30 分
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気になる」、
「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」などの悩
み事に対し、心理相談員、保健師が相談を受けます。
◎日 時	 2 月 17 日（月）予約制となります。
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

住所
上野原市

電話番号

氏名

ふりがな

性別
男
・
女

生年
月日

　T　S　H
　 　 年 　 月 　 日

（　　　　）歳
健康保険

の別
国　保　　後期高齢者

社保（本人）　社保（家族）

集団検診（午前実施）

検診項目
（希望する項目を○で囲んでください）

検診希望日
（1 日のみ○で囲んでください） 会場 申込期限

特定（基本）・肝がん・胃がん・
大腸がん・乳がん・前立腺がん・
肺がん（X 線）・
肺がん（CT） 　※①・
骨粗しょう症 ※②

★肺がん検診を希望の方は、X 線または
　 CT のどちらかに○をつけてください。

4/17（木）、☆ 4/18（金）
4/19（土）、4/20（日） 保健センター 3/14（金）

5/18（日） 秋山小学校
4/4（金）

５/24（土） 上野原西小学校

☆託児　4/18（金）　（　　　　　歳・　　　　　歳）
《注意》
※① 肺 CT 検査は、4 月 17 日のみ実施します。肺 CT 検査を受診される方は、肺 X 線検査との重複受診ができません。
※② 骨粗しょう症健診は、4 月 20 日のみ実施します。

集団検診申込書　　　　　《同世帯の方2名まで記入できます》

☆住所が異なる方で、一緒に申し込みをする場合は、ホチキスなどで留めて提出してください。

氏名

ふりがな

性別
男
・
女

生年
月日

　T　S　H
　 　 年 　 月 　 日

（　　　　）歳
健康保険

の別
国　保　　後期高齢者

社保（本人）　社保（家族）

集団検診（午前実施）

検診項目
（希望する項目を○で囲んでください）

検診希望日
（1 日のみ○で囲んでください） 会場 申込期限

特定（基本）・肝がん・胃がん・
大腸がん・乳がん・前立腺がん・
肺がん（X 線）・
肺がん（CT） 　※①・
骨粗しょう症 ※②

★肺がん検診を希望の方は、X 線または
　CT のどちらかに○をつけてください。

4/17（木）、☆ 4/18（金）
4/19（土）、4/20（日） 保健センター 3/14（金）

5/18（日） 秋山小学校
4/4（金）

５/24（土） 上野原西小学校

☆託児　4/18（金）　（　　　　　歳・　　　　　歳）
《注意》
※① 肺 CT 検査は、4 月 17 日のみ実施します。肺 CT 検査を受診される方は、肺 X 線検査との重複受診ができません。
※② 骨粗しょう症健診は、4 月 20 日のみ実施します。
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画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

山
梨
こ
と
ぶ
き

勧
学
院
北
都
留
教
室
担
当　

小

林
（
☎
45

−

7
3
3
5
）

県
で
は
、
県
内
初
と
な
る
軽
度

の
知
的
障
害
が
あ
る
生
徒
を
対
象

と
し
た
高
等
支
援
学
校
を
新
設
し

ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
新
設
高
等

▼
内
容　
《
午
前
の
部
》
山
里
体

験（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
を
耕
そ
う
＆

雑
穀
農
家
の
見
学
と
雑
穀
名
人

の
雑
穀
講
義
）《
午
後
の
部
》

富
田
道
子
先
生
（
家
庭
科
の
専

門
）
に
よ
る
地
元
野
菜
と
雑
穀

料
理
教
室
お
よ
び
試
食
会
、
地

元
見
ど
こ
ろ
見
学
ウ
ォ
ー
ク
と

立
寄
り
お
茶
会

▼
参
加
費　

無
料　

●
申
込
方
法　

電
話
も
し
く
は

F
A
X
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鶴
川

活
性
化
協
議
会
事
務
局
（
西
原

出
張
所
内
）（
☎
68

−

2
0
0
2
）（
F
A
X
20

−

7
5
0
1
）

●
活
動
内
容　

地
域
で
の
消
費
生

活
相
談
、
消
費
者
啓
発
、
研
修

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
2
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

2
月
10
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

《
注
目
の
雑
穀
「
キ
ヌ
ア
」
を

　
　
　
　

使
っ
た
家
庭
科
教
室
》

▼
日
時　

2
月
16
日
（
日
）
午
後

２
時
～
４
時
30
分

▼
場
所　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
内
容　
《
第
1
部
》
家
庭
科
の

専
門 

富
田
道
子
先
生
が
教
え

る
雑
穀
料
理
教
室
《
第
2
部
》 

お
い
し
く
健
康 

現
在
の
雑
穀

食
の
魅
力
と
新
し
い
雑
穀
「
キ

ヌ
ア
」
の
可
能
性
を
考
え
る
座
談

会
▼
参
加
費　

無
料

《
里
山
援
農
体
験
と

　
　
　
　

長
寿
食
料
理
教
室
》

▼
日
時　

3
月
2
日
（
日
）
午
前

9
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

羽
置
き
の
里
び
り
ゅ
う

館

会
出
席
な
ど

●
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
28
年

3
月
31
日
（
2
年
間
）

●
謝
金　

年
額
6
千
円

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
20
歳

以
上（
４
月
１
日
現
在
）の
方
で
、

消
費
者
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
意
欲
が
あ
る
方

●
募
集
人
員　

16
名

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
消
費
生
活
安

全
課
へ
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
消
費
生
活
安
全

課
、
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
消
費
生
活
安
全

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限　

2
月
21
日
（
金
）

（
必
着
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

県
消
費

生
活
安
全
課
消
費
生
活
担
当

（
☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1

　

3
5
2
）（
F
A
X
0
5
5

　
−

2
2
3

−

1
5
8
7
）（
電
子

メ
ー
ルshokuhin-st@

pref.
yam

anashi.lg.jp

）（

〒

4
0
0

−

8
5
0
1
甲
府
市

丸
の
内
1

−

6

−

1
）

●
日
時　

2
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
午
後
1
時
か
ら
も
み
じ
ホ
ー
ル

で
、記
念
席せ
き
じ
ょ
う
き
も
う

上
揮
毫
を
行
い
ま
す
。

●
後
援　

上
野
原
市
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

庶
民
純
正
書
道

会 

水
越
（
☎
62

−

5
6
5
6
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
日
時　

3
月
14
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
～
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
会
議
室
Ｂ（
福

祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

《
①
消
費
生
活
関
連
》

　

架
空
請
求
、
訪
問
販
売
等
の
消

費
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど

《
②
市
民
生
活
関
連
》

　

土
地
住
宅
、
相
続
な
ど

※
相
談
は
、
1
人
30
分
で
、
相
談

内
容
①
、
②
と
も
に
各
3
人
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事

項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

2
月
27
日（
木
）

～
3
月
12
日（
水
）
先
着
順

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　

2
月
8
日
（
土
）
正
午

～
午
後
4
時
30
分
、
9
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
内
容　

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
教
室
に
学
ぶ
生
徒
・

O
B
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
趣
味

を
生
か
し
た
絵
手
紙
、
陶
芸
、

絵
画
、
写
真
、
手
芸
品
、
水
墨

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

「
雑
穀
＆
地
元
野
菜
」
を
学
ぶ

家
庭
科
教
室
の
開
催

庶
民
純
正
書
道
会

第
5
回
書
道
展
の
開
催

学
校
の
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

2
月
5
日
（
水
）

～
3
月
20
日
（
木
）（
必
着
）

●
応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
郵
便
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
記
載
事
項
は
、
高
等
支
援
学
校

の
校
名
、
ふ
り
が
な
、
そ
の
理

由
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

で
す
。

※
応
募
す
る
校
名
は
、「
○
○
○

学
園
」
を
基
本
と
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
教

育
庁
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進

室

校

名

募

集

係
（

☎

0
5
5

−

2
2
3

−

1
7
5
2
）（
F
A
X
0
5
5

−

2
2
3

−

1
7
6
8
）（
電
子

メ

ー

ルgakkosui@
pref.

yam
anashi.lg.jp

）（

〒

4
0
0

−

8
5
0
4
甲
府
市

丸
の
内
1

−

6

−

1
）

下水道は、自然や私たちの生活環境を守る公共の財産で
す。利用する私たち一人ひとりがルールを守って大切にす
る必要があります。

《水洗トイレでは》　
トイレットペーパー以外の紙や異物を流さないようにし

ましょう。水に溶けないティッシュペーパー、タバコ、ガ
ムなどは、便器で詰まらなくても下水道管や汚水ますの中
で詰まる原因となります。

《有害物の流入に注意を》　
ガソリン、シンナー、石油、アルコール類など揮発性の

高い危険物を流すと、爆発を起こす原因となります。また、
下水処理場では、微生物の力を借りて汚水の処理を行って
いますが、強い酸やアルカリ、有毒・有害な薬品類は、こ
れらの微生物の活動に影響を与える可能性があります。

― 下水道豆知識 ―
マンホールは、下水道管内の点検、修理、掃除などのた

めに設けられています。ふたが丸いのは、四角だと角度に
よっては内部に落ちてしまうために丸く作られています。

市では、鮎をモチーフにした独自デザインのマンホール
のふたを使用しています。上野原市以外でもさまざまなデ
ザインのふたを採用していますので、お出かけの際はちょ
っと街中で探してみるのも楽しいかもしれません。

●問い合わせ　建設課下水道担当（☎ 62-3123）

下水道を大切に
〜私たちにできること〜

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
教
室
文
化
展
の
開
催

新
設
高
等
支
援
学
校
の

校
名
募
集

「
県
消
費
生
活
相
談
員
」
を

募
集
し
ま
す

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 111

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

六合目　見上ぐる九寿山
初景色

平岡登さん（巌地区）

チョコよりも　後味残る　
「ありがとう」

佐々木信一さん（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。申込みは、
名前、連絡先、作品、句の
解説等をメールまたは郵送
でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野
原 3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

鮎のデザインの
マンホール

市内に数個しかない
マンホール

雑穀「キヌア」



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

The Face O
f

U
enohara

T
he Face O

f
U

enohara
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い
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
富
士
・
東
部

地
域
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
支

援
課
（
☎
0
5
5
5

−

24

−

9
0
3
4
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
年
培
っ
た
技
能
や
経
験
を

生
か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
で
き
る
方
、
会
費
を
納

入
で
き
る
方

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
会
員
募
集
の
他
に
も
、
草
取
り
、

植
木
剪
定
、
清
掃
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
仕
事
の
発
注
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
部

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

上
野
原
事
務
所
（
☎
62

−

4
7
0
0
）

《
施
設
改
修
》

秋
山
温
泉
で
は
、
お
客
さ
ま
が

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で

き
る
施
設
を
目
指
し
て
、
施
設
の

改
修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

次
の
期
間
は
、
集
中
工
事
を
実
施

す
る
た
め
、
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
日　

3
月
3
日
（
月
）
〜

7
日
（
金
）

《
秋
山
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
》　

秋
山
温
泉
で
は
、
お
客
さ
ま
か

ら
の
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

記
念
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。多

く
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間　

3
月
8
日
（
土
）

～
10
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
山
温
泉
（
☎

56

−

2
6
1
1
）

●
対
象
者　

結
婚
、
育
児
、
介
護

な
ど
に
よ
っ
て
職
場
を
離
れ
た

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
免
許
所
有
者

●
日
時　

平
日 

午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分

●
場
所　

県
富
士
・
東
部
保
健
所

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
1

−

2

−

5
）

※
離
職
し
て
か
ら
の
期
間
が
長
い

こ
と
に
よ
り
、
再
就
業
に
対
す

る
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
は
、

病
院
に
お
け
る
最
新
の
看
護
業

務
の
習
得
と
職
場
復
帰
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
の
実
務
研
修
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
求
人
情
報
も
提
供
し
て

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

秋
山
温
泉
か
ら
の

お
知
ら
せ

高齢者等サポーターを募集します
市では、在宅の独居高齢者や高齢者世帯の自宅を定期的

に訪問し、安否確認や各種の福祉サービスなどの相談役と
なる、高齢者等サポーターを募集します。

▲

対 象 者　 市内に住所を有し、20 歳以上の高齢者介護  
                    や福祉に対し興味・理解のある方
　　　　　    ※役職、福祉免許等の有無は問いません。▲

申込方法   長寿健康課高齢者介護担当で「高齢者等サポ
             ーター養成事業参加申請書」に必要事項を
                     記入・押印し提出してください。▲

申込期限　2 月 14 日（金）　午後 5 時
※申込者は、3 月 3 日（月）開催の「高齢者サポーター養成

講座」を受講していただきます。▲

申込み・問い合わせ　長寿健康課高齢者介護担当（☎
62-4133）

《
冬
の
観
察
会
「
目
撃
せ
よ
！

　
　
　
　
　

生
き
物
の
冬
の
姿
」》

●
日
時　

2
月
16
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
東
ゾ
ー
ン
散
策
路

●
内
容　

帝
京
科
学
大
学
環
境
教

育
研
究
部
「
風
の
子
フ
～
ス
ケ
」

に
よ
る
冬
の
生
き
物
観
察
会

●
対
象
者　

小
学
生
以
下

●
定
員　

15
名

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

市役所使用封筒への
広告掲載を募集します

▶募集期間　
　2 月 3 日（月）〜 2 月 28 日（金）
▶応募方法　
　有料広告掲載申込書と掲載しようとす

る広告の原稿（電子データ）を添付し、
市民課へ提出してください。

※申込書は、市ホームページでダウンロ
ードするか、市民課に用意してありま
す。

※今回の募集は、上野原市有料広告掲載
要綱に基づき実施します。

※応募広告が、募集口数を超えた場合は、
抽選により掲載を決定します。

※詳しくは、お問い合わせください。

●申込み・問い合わせ　
　市民課窓口担当（☎ 62-3112）

▶募集内容（市役所使用封筒）
広告掲載の
対象 長型３号封筒

枠数 4 枠
規格枠 縦 40mm ×横 100mm
募集口数 4 口
枚数 20,000 枚
掲載料 / 口 20,000 円 /1 口
掲載場所 封筒裏面
色 黒単色

見本

規格枠

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

桂
川

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク 

加
藤
（
☎

20

−

3
0
8
0
）

●
日
時　

3
月
19
日
（
水
）
午
前

10
時
～
正
午

●
場
所　

市
役
所
1
階
展
示
室
3

●
内
容　

地
域
で
生
活
す
る
障
害

者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
や

家
族
の
方
の
情
報
交
換
、
悩
み

の
相
談
な
ど

※
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

で
は
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め

の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
３
水
曜
日
に
市
役
所
会

議
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

障
害
者
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
長
田
）（
☎

0
9
0

−

3
2
4
0

−

5
7
7
0
）

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

国
税
庁
で
は
、
租
税
教
育
の
一
環

と
し
て
次
代
を
担
う
中
学
生
の
み

な
さ
ん
に
、
早
く
か
ら
税
に
つ
い

て
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
目

的
で
、
毎
年
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
月
税
務
署
管
内
に
お
い
て
も

大
月
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
募
集
を
行
っ
た
結
果
、

25
校
か
ら
1
2
0
4
点
も
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
市
内
か
ら
は
、

次
の
方
の
作
品
が
優
秀
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

《
山
梨
県
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
　
　

総
連
合
会
長
賞
》

『
納
税
と
い
う
助
け
合
い
』

　

原
田
名
実
（
秋
山
中
学
校
3
年
）

●
問
い
合
わ
せ　

大
月
税
務
署
管

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
☎

22

−

3
1
5
1
）

県
で
は
、「
森
林
環
境
保
全
推

進
（
支
援
）
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
活
用
す
る

と
、
所
有
者
の
費
用
負
担
無
し
で

森
林
の
手
入
れ
が
で
き
ま
す
。

《
事
業
の
内
容
》　

①
木
が
混
み
合
っ
た
不
健
全
な
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ア
カ
マ
ツ
・
カ
ラ

マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
で
の
間
伐

②
集
落
に
近
い
所
の
ヤ
ブ
化
し
た

雑
木
林
の
刈
り
払
い
整
理

③
植
え
た
け
れ
ど
木
が
育
た
な
い

所
や
植
栽
で
き
ず
に
困
っ
て
い

る
山
林
で
の
広
葉
樹
の
植
え
付

け
と
そ
の
後
の
育
林
作
業

《
事
業
実
施
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　

生
じ
る
制
約
》

　

事
業
に
よ
り
20
～
30
年
間
は
、

森
林
以
外
に
転
用
し
た
り
、
木

を
一
度
に
全
部
伐
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

所
有
者
、
事
業
者(

森
林
組
合

等)

、
県
の
三
者
で
協
定
を
結

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
富
士
・
東
部

林
務
環
境
事
務
所
（
☎
45

−

7
8
1
3
）、
北
都
留
森
林
組

合
（
☎
62

−

3
3
3
0
）、
経

済
課
農
林
整
備
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

看
護
師
等
再
就
業
相
談
窓
口

開
設
の
お
知
ら
せ

「
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
」
開
催
の
お
知
ら
せ

山
林
を
お
持
ち
の
方
へ

お
知
ら
せ

レ
イ
ク
相
模
C
・
C
設
立

25
周
年
企
画
の
お
知
ら
せ

内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

●
内
容　

プ
レ
ー
代
が
メ
ン
バ
ー

料
金
（
1
日
5
組
限
定
）

●
期
間　

2
月
3
日
（
月
）
～
3

月
14
日
（
金
）
の
平
日

●
後
援　

上
野
原
市
教
育
委
員
会

※
こ
の
企
画
は
、
市
の
活
性
化
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

レ
イ
ク
相
模

C
・
C
（
☎
67

−

2
2
2
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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障がいのある方が安心して暮らせる地域社会
〜 東部圏域自立支援協議会〜

東部圏域自立支援協議会では、都留市・大月市・
上野原市・道志村を 1 つのグループとして、障がい
のある方が安心して暮らすことのできる地域社会の
実現を目指して活動しています。協議会には、地域
移行推進部会などの部会があり、それぞれ活動して
います。
質問　「地域移行推進部会」ってなに？
回答　精神科病院から退院する方や、障がい者入所
　　　支援施設から退所する方が地域で安心して生
　　　活できるように、困ったことや不安に思うこ　　
　　　とを共有し、課題について検討するために、
　　　それぞれ専門的な立場の方が定期的に話し
　　　合いを行っています。

《昨年度活動内容》障がい者サービス事業所や医
療機関の場所、移動手段サービスの情報を掲載
したマップの作成、民生委員・児童委員、主任
児童委員のみなさんに「地域移行の内容」を理
解して頂けるような説明会の開催など

質問　どんな方が参加しているの？
回答　上野原市・都留市・大月市・道志村の職員、

各市村社会福祉協議会、保健所、精神科病院、
障がい者サービス事業所、障がい者相談事業所、
当事者・家族会などの代表者です。

●問い合わせ　
　福祉課障害福祉担当（☎62-3115）

募集種目 資格 受付期間 試験日

幹　部
候補生

一般

大卒程度
試　　験

22 歳以上 26 歳未満の者（20
歳以上 22 歳未満の者は大卒

（見込含）、修士課程修了者等（見
込含）は 28 歳未満）

2月1日（土）〜
4 月 25 日（金）

《1 次試験》　　
5 月 10 日（土）・11 日（日）
※ 11 日は飛行要員のみ

《2 次試験》　
6月10日（火）〜13日（金）
海・空飛行要員のみ

《3 次試験》　
（海）7月7日（月）〜11日（金）
（空）7月19日（土）〜
8月7日（木）

院卒者
試　験

修士課程修了者等（見込含）で、
20 歳以上 28 歳未満の者

歯科・
薬剤科

専門の大卒（見込含）
20 歳以上 30 歳未満の者
※薬剤は、20 歳以上 28 歳未満の者

《1 次試験》　　
5 月 10 日（土）

《2 次試験》　　
6月10日（火）〜13日（金）

医科・歯科幹部 医師、歯科医師の免許取得者

①2月1日（土）〜
　4 月 25 日（金）
②10月1日（水）〜
　31 日（金）

①　5 月 16 日（金）
② 11 月 28 日（金）

予　　備
自衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満の者
①4月2日（水）まで
② 7月1日（火）〜
　9 月 19 日（金）
※①で採用予定数
に達した場合②を
実施しない場合が
あります。

① 4 月 11 日（金）
〜 15 日（火）
② 10 月 3 日（金）
〜 6 日（月）
※いずれか１日を指定し
　ます。

技能 18歳以上53歳未満で国家免許資格等を有
する者  ※資格により55歳未満の者まで可

※詳細については、お問い合わせください。
●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）

平成 26 年度自衛官等募集案内

「ふれあいパーティー」
参加者募集

〜 素敵な出会いをサポートします！〜

　第 63 回
「社会を明るくする運動」

山梨県作文コンテスト入賞者の紹介

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

消防功労

秋の叙勲 
瑞宝単光章を受章 !!

　秋山地区在住の志村髙雄さんは、旧秋山村消防団副団
長として、地域の消防活動に尽力したことが認められ、
瑞宝単光章を受章しました。受章にあたり「諸先輩や家族、
地域のみなさんの支えや協力により受章できた。大変感
謝している」と話していました。志

しむらたかお

村髙雄さん（秋山地区在住）

日　　時　3 月 9 日（日）午後 1 時〜４時
　　　　　　（受付　午後 0 時 30 分〜）
場　　所　京王プラザホテル八王子 JR 八王子駅横
内　　容　パーティー方式（軽食）
参加資格　男性：30 歳〜 50 歳の独身者（再婚可）
　　　　　女性：28 歳〜 47 歳の独身者（再婚可）
参 加  費　男性：7,000 円　女性：3,000 円
申込期間　2 月 10 日（月）〜 24 日（月）
募集人員　男女各 15 名
※応募者多数の場合は、抽選となります。
※抽選の場合は、2 月 28 日以降に参加決定者に対
して決定通知の発送を行います。抽選から外れた方
には、通知を発送しませんので、ご了承ください。
申込方法　はがき・封書・FAX のいずれかの方法で、
①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤連絡先、⑥初・
再婚、⑦趣味、⑧自己 PR、以上を必ず明記のうえ、
申し込みください。

●申込み・問い合わせ　市結婚相談所事務局（福祉
課福祉総務担当内）（☎ 62-3115）（FAX30-2041）

（〒 409-0192 上野原市上野原 3832）

社会を明るくする運動は、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。　

毎年強調月間の７月を中心に、全国各地で啓
発活動が展開されます。

上野原地区推進委員会では、駅宣活動や中学
校とのミニ対話集会、山梨県作文コンテストへ
の参加などを行っています。この作文コンテス
トは、次代を担う小・中学生にこの運動に対す
る理解を深めてもらうことを目的に実施されて
います。

県推進委員会では、県内各地から寄せられた
1630 作品を審査し、１８作品が入賞しました。

上野原地区推進委員会からは次の２名が入賞
しましたのでご紹介します。
■ 特別賞
　　テーマ「私にできること」
　　西原小学校６年　奈良　望さん
■ 優秀賞
　　テーマ「相手を想う心」
　　上野原中学校１年　依田瑠美さん

今回応募された児童・生徒のみなさんやご指導
をいただいた学校の先生に感謝申し上げます。

この作文コンテストへの参加により、さらに思
いやる心や考える力を育んで頂ければと思います。
　　　　　　第６３回「社会を明るくする運動」
　　　　　　　　　　　上野原地区推進委員会

●  問い合わせ　
　福祉課福祉総務担当（☎ 62-3115）

ふれあいパーティーの様子
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

※初めて利用される方は事前に申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎ 62−3115）

子育てプレイルーム

子育て情報館 

1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

有料広告

日　付 イベント名 場所・時間・問い合わせ

2月8日（土）
・９日（日）

山梨ことぶき勧学院
北都留教室

文化展

もみじホール２階会議室
２、《８日》正午〜午後
4 時 30 分、《９日》午
前 9 時〜午後 3 時、山
梨ことぶき勧学院北都留
教室（☎ 45-7335）

2月16日（日）

注目の雑穀
「キヌア」を使った

家庭科教室

市勤労青少年ホーム、
午後 2 時〜 4 時 30 分、
鶴川流域活性化協議会事
務局（☎ 68-2002）

庶民純正書道展
もみじホール 2 階会議
室２、午前 10 時〜午後
5 時、庶民純正書道会（☎
62-5656）

冬の観察会「目撃
せよ、生き物の冬
 の姿」（要予約）

桂川ウェルネスパーク、
午前 11 時〜午後 3 時、
桂川ウェルネスパーク

（☎ 20-3080）

2 月のイベント & 相談日

開催日時・場所

日　時

2 月 5 日（水）、19 日（水）
午前 9 時〜正午
2 月 12 日（水）、26 日（水）、3 月 5 日（水）
午前 9 時〜午後３時

場　所 もみじホール 2 階会議室２

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 23 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

イベント案内 各種相談日

窓口業務

《サンテいちのみやの特徴》
・60 歳以上の 3 食付高齢者専用住宅
  です。（ご夫婦部屋有り）
・県の補助金による低料金の施設です。
  （ご本人の年収による）
※入居に関してのご相談は遠慮なく
   下記までお問い合わせください。
 〒 405-0052 山梨県笛吹市一宮町南野呂 422-1
　社会福祉法人　幸徳会　ケアハウス　サンテいちのみや
　（☎ 0553-47-3181）（FAX 0553–47-3148）

ケアハウスサンテいちのみや 入居者募集 日曜大工のパパから プロの職人さんまで
町の便利なお店

金物・土木建築資材・塗料・
水道部品・物置・家庭用品・
ガラス修理・網戸張替え

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 13 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 10 日（月）・21 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 17 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 20 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市税収納・納税相談 23 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

反頭
松本

反頭

岡本・村田
石井

小池

反頭・津久井
牛島・清水

村田

清水・津久井
金子

※1

岡本・村田
進藤

内科
常勤医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外科 午後 ※2

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科 午前 ※3吉田 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
お し り 外 来 午後 冨岡
胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 笠井 松原 戸島 中島 須田
ペ イ ン 外 来 午後 休診

眼 科 午前 館野 大城 ※５大野
（予約）

※６大野
（時間制限）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 岡本
※ 4 泌 尿 器 科 午前 / 午後 2/4・18 2/15・22午前
婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※7

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

《上野原市立病院　２月の外来診療のご案内》●問い合わせ　市立病院（☎ 62 − 5121）

★山梨県の小児医療体制等に基づき、小児科の夜間・休日診療等は、従来通り「富士・東部小児初期救急医療セ
ンター」で行っており、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応を行っています。当院の小児科医は、他
病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は内科の診療（常勤内科医が週交替で診療）を午前中に行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
　※1　第1、第3週は、石金医師、第2、第4週は的野医師が診療を行います。
　※2　小児心臓外来は、第1木曜日のみ診療を行います。
　※3　外科の月曜日の吉田医師は、完全予約制です。
　※4　泌尿器科の診療は、診療日の縮小により予約患者様を優先せざるを得ないため、初診患者様の午前の受付時間は午前１０時まで、
　　　　午後の受付時間は、午後３時までです（診療日は、2月 4日（火）、15日（土）午前、18日（火）、22日（土）午前）。
　※５　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
　※６　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時 00分までに受付した患者様の診療となります。
　※７　西原診療所は第1、第3週のみ診療を行います。

『たまひよママのお茶会』
コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
◎日　時　2 月 7日（金）午前 10 時〜正午、
　　　　　  3月 7日（金）午前 11 時〜午後 1時
◎場　所　コモア内、一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
◎日　時　2 月 14 日（金）、3 月 25 日（火）午前10時〜正午
◎場　所　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
◎日　時　2月28 日（金）午前 10 時〜正午
◎場　所　島田コミュニティセンター

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

かまど うどん機械入荷

現場見学会開催中 !!



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

T
he Face O

f
U

enohara

The Face O
f

U
enohara

23      広報うえのはら　平成 26 年 2 月号　　　　　 広報うえのはら　No.108    22

婚

姻

一
般
書

◇
『
象
の
墓
場
』

　

楡
周
平
／
著　　
光
文
社

　
　

世
界
最
大
の
フ
ィ
ル
ム
会
社

ソ
ア
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
社
員
、
最

上
栄
介
は
、
新
事
業
の
デ
ジ
タ

ル
製
品
の
販
売
戦
略
担
当
を
命

じ
ら
れ
る
。
次
々
と
降
り
か
か

る
難
問
に
最
上
は
・
・
・
。

児
童
書

◆
『
鬼
ま
つ
り
の
夜
』

　

富
安
陽
子
／
作　
は
せ
が
わ
か

こ
／
絵　
講
談
社

絵
本

○
『
だ
る
ま
な
ん
だ
』

　

丸
山
誠
司
／
絵　
お
お
な
り
修

　
司
／
文　
絵
本
館

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

甲
東
地
区

阿
部
勝
子
（
光
廣
）、
阿
部
政
光

（
茂
子
）、
原
猛
（
佐
藤
修
造
）

巌
地
区

古
家
文
一
（
賢
治
）

大
鶴
地
区

臼
井
恒
嘉
（
良
行
）、
小
澤
利
雄

（
勇
人
）

上
野
原
地
区

上
條
安
子
（
上
野
い
ず
み
）、
北
島

吾
一（
房
子
）、和
智
一
郎（
功
次
）、

中
村
芳
夫
（
光
二
）、
髙
橋
武

（
清
治
）

棡
原
地
区

奈
良
敏
子
（
好
夫
）、
山
口
ト
シ
子

（
勝
）

秋
山
地
区

原
田
た
き
（
喜
夫
）

巌
地
区

鈴
木
孝こ

う
た汰
（
敏
靖
）

上
野
原
地
区

髙
橋
ゆ
う
り
（
邦
裕
）、
杉
本
燈と

う
り梨

（
厚
）、
椙
本
勘か

ん
た太
（
恵
司
）、
八
木

琉り
ゅ
う
せ
い
成
（
淑
行
）

秋
山
地
区

佐
藤
新あ

ら
た（
広
幸
）

巌
地
区

加
藤
弘
行=

三
島
由
美

上
野
原
地
区

舩
木
健=

上
條
麻
衣

秋
山
地
区

原
田
真
也=

櫻
井
美
津
香

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

問い合わせ　
総 務 課 行 政 防 災 担 当（ ☎
62-3117）（上野原市男女
共同参画推進委員会）

スマイル
ニュース

♯89

上野原地区	 小林		優
ゆうな

奈ちゃん		（4歳 2か月）
	 　　		良

りょうた

太くん（0歳 8か月）

　　　良文さん、ひとみさんの長女・長男
“優しく元気な子に育ってね！”

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、
企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

前
掛
け
を
作
り
続
け
て

大
正
11
年
7
月
生
ま
れ
で
、
今

年
93
歳
に
な
る
上
條
初
枝
さ
ん
。

小
さ
い
頃
、
親
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
裁
縫
は
、
い
ま
で
も
地
域

の
た
め
に
役
立
て
て
い
る
。
そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
約
30
年
前
か
ら

自
宅
近
く
に
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
の

前
掛
け
を
作
り
、
盆
と
正
月
の
年

２
回
取
り
替
え
続
け
て
い
る
。

上
條
さ
ん
は
、「
お
地
蔵
さ
ん
の

前
掛
け
を
取
り
替
え
、
手
を
合
わ

せ
る
と
、
気
分
が
晴
れ
や
か
に
な

る
」
と
話
す
。

今
後
は
、「
好
き
な
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
家
族
や
地
域
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
、
こ
れ
か
ら
も
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
裁
縫
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
生
地
を
片

手
に
話
し
て
く
れ
た
。
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Uenohara kids 

Seishuning

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

上
かみじ ょ う

條初
は つ え

枝
（上野原地区）

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）
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さん

上野原地区	 降矢		はぐみちゃん（4歳 7か月）

	 　大輔さん恵理さんの長女
“元気で明るい子に育ってね”

今年もおもしろい !

って評判の上野原市

の寸劇を今年こそ見

に行こうっと！

男
女
共
同
参
画
推
進
っ
て

何
だ
ろ
う

私
は
、
男
女
共
同
参
画
の
委
員

を
務
め
て
い
て
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
」
と
い
う
言
葉
が
な
ん
て
堅

苦
し
い
言
葉
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。

こ
の
言
葉
が
、
堅
苦
し
く
親
し

み
に
く
い
か
ら
、
本
来
の
趣
旨
と

違
う
認
識
が
持
た
れ
て
し
ま
い
、

男
と
女
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し

て
、
同
じ
格
好
を
す
る
た
め
の
推

進
活
動
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
男
女
共
同
参
画
を
考

え
る
う
え
で
、
男
女
が
共
に
社
会

に
参
加
し
て
営
ん
で
い
く
と
い
う

よ
う
な
解
釈
で
は
、
男
女
間
の
平

等
や
格
差
是
正
は
見
え
て
こ
な
い
。

男
と
女
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
す

る
必
要
は
な
い
し
、
同
じ
よ
う
な

格
好
を
す
る
必
要
も
な
い
。

男
の
な
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
あ
る
し
、
女
の
な
か
に
も
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
る
。
だ
か
ら

人
を
性
で
分
類
す
る
の
で
は
な
く
、

個
人
を
性
を
も
含
め
た
一
人
ひ
と

り
の
個
性
と
し
て
受
け
止
め
れ
ば

良
い
の
だ
と
思
う
。

男
女
の
性
も
個
性
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
男
女
の
格

差
を
作
る
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、

性
も
個
性
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

互
い
を
尊
重
し
合
い
、
仕
事
の
選

別
も
服
装
の
押
し
つ
け
も
な
く
な

る
。
そ
し
て
多
く
の
偏
見
や
差
別

も
な
く
な
る
の
だ
と
思
う
。

男
女
共
同
参
画
推
進
と
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
意
識
し
、

活
動
し
て
行
く
、
そ
し
て
偏
見
や

差
別
の
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
尊
重
し
合
え
る
社
会
を
目
指
す

活
動
の
こ
と
な
の
だ
と
私
は
思

う
。　

　
（
推
進
委
員　
矢
崎
君
博
）

訂
正
と
お
詫
び

広
報
う
え
の
は
ら
1
月
号
11
頁

『
税
理
士
会
が
行
う
無
料
申
告
相

談
会
』
の
開
催
時
間
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

《
正
》
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
3
時

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
12
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画会 おはなし会 リンデンドーム朗読館

タ イ ト ル 名 「ミッキーの夢物語」
ほか

「いたずらっこの
きたかぜさん」　ほか

『一年半』
内海隆一郎 / 作　ほか

開 催 日 2 月８日（土） 2 月 15 日（土） 2 月 16 日（日）

時 　 間 午前 10 時〜 11 時 10 分
午後 2 時〜 3 時 10 分 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜

そ の 他 − 協力 たんぽぽ会 協力 上野原朗読の会
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